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はじめに



＜平成24年度調査＞

保育所・児童養護施設・

乳児院・養成校

＜平成25年度調査＞

幼稚園・認定こども園

専門性に対する保育所・幼稚園
の意識の共通性

施設保育士がとらえる専門性

保育現場がどのように養成校や
養成教育をとらえているのか

浮かび上がってきた養成校の課題と
保育現場との協働の可能性とは

はじめに 「平成25年度専門委員会課題研究報告」にあたって



第１章
保育者の成長と専門性の獲得



第１章 保育者の成長と専門性の獲得
なぜ今、保育者の専門性を問うのか

１．研究対象－保育者への注目

保育士に求められる専門性

保育現場における専門職の必要性

２．保育者の専門性とは何か

専門委員会や保育分野において長く議論されてきたテーマ

「保育者の専門性」は問われ続ける

保育士養成校は「専門性とは何か」を問い続ける



第１章 保育者の成長と専門性の獲得
なぜ今、保育者の専門性を問うのか

３．平成24-25年度課題研究

保育現場と養成校との協働を考えるにあたり、それぞれがとらえる「保育者

の専門性」とは何かを検討した

４．質問紙調査の実施

保育所・児童養護施設・乳児院に勤務する保育士、幼稚園および認定こども

園に勤務する幼稚園教諭、養成校教員を対象とした質問紙調査を実施した



１．調査の名称

「保育者の専門性についての調査＜保育所・児童養護施設・乳児院編＞」

「保育者の専門性についての調査＜養成施設編＞」

「保育者の専門性についての調査＜幼稚園・認定こども園編＞」

２．調査目的

①保育者の専門性を知識・技能及び態度の側面からどのようなものとして

捉えているのか

②保育者の専門性を評価する際の観点及び専門性を向上させるための手立

てをどのようなものとして受け止めているか

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
「保育者の専門性についての調査」とは



３．調査対象

保育所に勤務している保育士1名

（指導的な立場もしくは10年以上の勤務経験）

児童養護施設・乳児院に勤務している保育士1名

（指導的な立場もしくは10年以上の勤務経験）

幼稚園・認定こども園に勤務している教諭1名

（指導的な立場もしくは10年以上の勤務経験）

全国保育士養成協議会会員校に勤務する教員1名

（保育士養成校５年以上の勤務経験）

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
「保育者の専門性についての調査」とは



４．調査の実施方法

質問紙の配布および回収－郵送による配布および郵送による直接回収

５．調査期間および回収率

調査期間 発送数 回収数 回収率

保育所保育士 平成25年4-5月 1,707 763 44.7%

児童養護施設保育士 平成25年2-3月 589
336 46.7%

乳児院保育士 平成25年2-3月 130

養成校教員 平成25年2-3月 486 278 57.2%

幼稚園教諭 平成25年7-8月 1,326 392 29.6%

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
「保育者の専門性についての調査」とは



保育に向かう態度の獲得時期（Q１）

経験による変化（Q３）★

専門的知識・技能の獲得時期（Q４）

保育者基礎力の獲得時期（Q２）

保育者の専門性向上（Q６）

効果的な研修（保育者編Q７）★
連携（保育者編Q８）（養成校編Q７）★

保育者の専門性の評価（Q５）

保育者基礎力

保育に向かう態度

専門的知識・技能

保育者の専門性の評価

専門性の向上への取組

６．調査内容

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
「保育者の専門性についての調査」とは



本報告の流れについて

①平成24年度調査について

保育所・児童養護施設・乳児院に勤務する保育士と養成校教員を対象とした

調査結果から見えてきたこと

②平成25年度調査について

幼稚園および認定こども園に勤務する幼稚園教諭を対象とした調査結果から

見えてきたこと

③研究全体の考察と提言

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
本報告の流れについて



＜保育者基礎力に対する意識＞

以下の内容について、

①養成施設が中心となって育てていく事項と、

②養成施設で土台をつくり保育者となって保育現場で学び

ながら育てていく事項の、

どちらか１つをお選びください。（26項目）

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
24年度調査結果の概要 ＜保育者基礎力に対する意識＞



第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者基礎力に対する意識＞

１．養成校が中心となって育てていく事項
・保育時間や期限を守ることができる

・常に身だしなみは清潔感があるように心がけることができる

・ていねいにきれいな字を書くことができる

・言葉遣いやマナーに配慮して行動することができる

２．保育現場が中心となって育てていく事項
・常に適切な判断力をもつことができる
・相手の持つ力を信じ、頼ることができる
・相手を理解し円滑に物事を進めることができる
・子どもや他者に対して寛容さをもって接することができる



第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者基礎力に対する意識＞

３．養成校教員と保育士の違い
・失敗や反省を次に活かそうとすることができる

・自分の仕事の行為についての責任を果たすことができる

・自分を客観的に見つめ、自己評価を行うことができる

・自分に自己課題を設けることができる

・報告・連絡・相談をすることができる



常に適切な判断力をもつ
相手の持つ力を信じ、頼る
相手を理解し円滑に物事を
進める
子どもや他者に対して寛容
さをもって接する

失敗や反省を次に活かす
自分の仕事の責任を果たす
自分を見つめ、自己評価を行う
自分に自己課題を設ける
報告・連絡・相談をする

時間や期限を守る
常に身だしなみは清潔感があるように
心がける
ていねいにきれいな字を書く
言葉遣いやマナーに配慮して行動する

養成段階 保育現場

共

通

項

目

相

違

項

目

保育士養成校
教員

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者基礎力に対する意識＞



「保育者としての成長プロセス」の中で、以下のような内容はどの時

期までに育つことが求められると思いますか。（29項目）

最初の保育実習までに

実習を経て卒業までに

勤務年数１，２年までに

勤務年数３，４年までに

勤務年数5年以上

勤務年数10年以上

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者の専門的知識・技能＞

＜保育者の専門的知識・技能＞



対人・対外的要素

リーダーシップ
保育実践スキル

状況に合わせ
た保育

保護者支援

内面的要素 対人的要素
保育実践スキル

経験を保育に活かす
分かりやすく伝える
適切にコミュニケー
ションをとる
子どもを理解し適切
に日々の保育を考える

養成段階 勤務1，2年 勤務3，4年 勤務5年以上

内面的要素

他者に愛情や思いやりを
もって接する
子どもに使命感をもって
接する

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育に向かう態度＞

保育に向かう態度の獲得時期から考える保育者の専門性の成長プロセス



「保育者の専門性」を考える場合、以下のような内容に関わる知識・

技能はどの段階までに獲得すべきだと思いますか。（68項目）

最初の保育実習までに

実習を経て卒業までに

勤務年数１，２年までに

勤務年数３，４年までに

勤務年数5年以上

勤務年数10年以上

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者の専門的知識・技能＞

＜保育者の専門的知識・技能＞



専門的知識・技能

１

７

２

３

４

５

６

発 達 理 解

保育に関わる基礎的事項

子どもの健康と生活

保 育 内 容

計 画 ・ 評 価

特別な配慮が必要な子ども

家庭支援・地域連携

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者の専門的知識・技能＞



＜保育者の専門的知識・技能＞

養成校を卒業するまでに

勤務年数1，2年までに

現場での勤務経験を通して
段階的に

「発達理解」
「保育に関わる基礎的事項」

「子どもの健康と生活」
「計画・評価」

「保育内容」
「特別な配慮が必要な子ども」
「家庭支援・地域連携」

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者の専門的知識・技能＞



＜保育者の専門性の評価＞

重要度が高い項目

・子どもへの対応の様子

・保育に取り組む姿勢

重要度が低い項目

・保育者本人の年齢

・保育者本人が保有している

資格・免許

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜保育者の専門性の評価＞



＜専門性の向上に関する結果＞

重要度が高い項目

・本人が自己研鑽を積む

・施設内研修やカンファレンス

を実施する

・保育者の待遇が保障されている

・実践記録とその検討を行う

重要度が低い項目

・どの保育者でも同じ保育を行う

ことができるように保育内容を

マニュアル化する

・保護者からの評価を受ける

・共同研究・研究協力などの保育

者養成施設と連携した取り組み

を行う

第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要 ＜専門性の向上に関する結果＞



第１章 保育者の成長と専門性の獲得
調査結果の概要

＜平成24年度調査結果のまとめ＞

1. 保育者の専門性における保育者基礎力、保育に向かう態度、保育者の専門的知

識・技能の獲得時期は養成段階だけではなく、内容により現場経験を積むこと

を通して獲得されるものである

2. 保育者基礎力、保育に向かう態度、保育者の専門的知識・技能に関する養成校

教員の獲得時期に関する意識は、保育士に比べ早い傾向にある

3. 保育者の専門性の評価および向上において重要視される事項については、内容

によってその様相が異なり、求められる内容は施設種別固有のものがある



第２章
幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の

専門性に関する意識



第１節 調査の目的及び方法

第２節 回答者の属性について

第３節 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう態度の獲得時期に対する意識
（Q1）

第４節 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育者基礎力の獲得時期に対する意識
（Q2）

第５節 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対
する意識（Q4）

第6節 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が保育者の専門性の評価と向上に重視す
る内容（Q5）

第7節 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭及び養成校教員が
とらえている保育者の専門性の育ちのプロセス（Q6）

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査



第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
調査の目的および方法

１．調査の名称

「保育者の専門性についての調査＜幼稚園・認定こども園編＞」

２．調査目的

保育者の専門性を知識・技能及び態度の側面からどのようなものとして捉

えているのか

保育者の専門性を評価する際の観点及び専門性を向上させるための手立て

をどのようなものとして受け止めているか

３．調査対象

幼稚園・認定こども園に勤務している教諭1名

（指導的な立場もしくは10年以上の勤務経験）



４．調査の実施方法

質問紙の配布および回収－郵送による配布および郵送による直接回収

５．調査期間

2013年7月～2013年8月

６．回収率

発送数：1,326カ所

回収数：392カ所

回収率：29.6％

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
調査の目的および方法



調査回答者の概要（全体392名/性別）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(n=64）

女性(n=328）

16.3%

83.7%

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
回答者の属性について



調査回答者の概要（全体/年齢）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

70歳以上(n=14）

20歳代(n=18）

60歳代(n=39）

30歳代(n=97）

40歳代(n=99）

50歳代(n=125）

3.6%

4.6%

9.9%

24.7%

25.3%

31.9%

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
回答者の属性について



調査回答者の概要（幼稚園教諭/役職）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答(n=2）

所長・施設長(n=4）

理事長(n=12）

その他(n=58）

副園長・教頭・副所長・副施設長(n=70）

園長(n=119）

主任(n=139）

0.5%

1.0%

3.1%

14.8%

17.9%

30.4%

35.5%

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
回答者の属性について

調査回答者の概要（役職）



調査回答者の概要（実習指導担当）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答(n=5）

いいえ(n=72）

はい(n=315）

1.3%

18.4%

80.4%

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
回答者の属性について



0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

看護師(n=0）

保健師(n=0）

管理栄養士(n=0）

栄養士(n=1）

養護教諭(n=2）

介護福祉士(n=2）

社会福祉士(n=3）

幼稚園教諭専修(n=12）

小学校教諭専修(n=12）

無回答(n=23）

小学校教諭二種(n=36）

小学校教諭一種(n=57）

幼稚園教諭一種(n=142）

保育士(n=218）

幼稚園教諭二種(n=230）

0.0%
0.0%
0.0%
0.3%
0.5%
0.5%
0.8%

3.1%
3.1%

5.9%
9.2%

14.5%
36.2%

55.6%
58.7%

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
回答者の属性について

調査回答者の概要（取得している資格免許）



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答(n=1）

介護福祉士(n=3）

管理栄養士(n=7）

小学校教諭専修(n=8）

その他(n=10）

社会福祉士(n=12）

栄養士(n=18）

看護師(n=20）

保健師(n=22）

幼稚園教諭専修(n=42）

養護教諭(n=44）

小学校教諭一種(n=50）

小学校教諭二種(n=58）

幼稚園教諭一種(n=262）

幼稚園教諭二種(n=292）

保育士(n=358）

0.3%
0.8%
1.8%
2.0%
2.6%
3.1%

4.6%
5.1%
5.6%

10.7%
11.2%

12.8%
14.8%

66.8%
74.5%

91.3%

第２章 幼稚園に勤務する教諭がもつ保育者の専門性に対する調査
回答者の属性について

調査回答者の概要（取得が望ましいと考える資格・免許）



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者基礎力の獲得時期に対する意識（Q2）

Q2 以下の内容について、①養成校が中心となって育てていく事項と、②養成施設で土台

をつくり保育者となって保育現場で学びながら育てていく事項のどちらか１つをお選

びください。（全26項目）

回答の選択肢）

養成施設が中心となって育てていく事項

養成施設で土台をつくり保育現場で学びながら育てていく事項



第２章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者基礎力の獲得時期に対する意識（Q2）

幼稚園教諭および保育士の考える保育者基礎力の獲得時期に大きな違いはみられなかった

（1）養成校が中心となって育てていく事項に回答が多かった項目

・時間や期限を守ることができる

・ていねいにきれいな字を書くことができる

・常に身だしなみは清潔感があるように心がけることができる

・言葉遣いやマナーに配慮して行動することができる

・何事にも前向きに取り組むことができる

・心身の健康を維持することができる

・諦めずに常に持続して取り組もうとすることができる

など

Ｃ

保育士、幼稚園教諭
とも約9割



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者基礎力の獲得時期に対する意識（Q2）

（2）養成校で土台をつくり保育現場で学びながら育てていく事項に回答が多かった項目

・常に適切な判断力をもつことができる

・子どもや他者に対して寛容さをもって接することができる

・相手を理解し円滑に物事を進めることができる

・相手の持つ力を信じ、頼ることができる

・失敗や反省を次に活かそうとすることができる

・自分の仕事や行為についての責任を果たすことができる

・自分を客観的に見つめ、自己評価を行うことができる

など

保育士、幼稚園教諭

とも7割以上



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

Q1 「保育者としての成長プロセス」の中で、以下のような内容はどの時期までに育つ

ことが求められると思いますか。当てはまるもの1つに○をつけてください。

（全29項目）

回答の選択肢）

最初の実習までに

実習を経て卒業までに

勤務年数1, 2年までに

勤務年数3, 4年までに

勤務年数 5年以上

勤務年数10年以上



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

保育に向かう態度の3つの要素

（1）保育者として求められる内面的要素 （6項目）

例：他者に思いやりをもって接する

使命感もって子どもと接することができる

子どもの成長に喜びを感じることができる

（2）保育者として求められる対外的・対人的要素（13項目）

例：保護者からの信頼を得ることができる

表情豊かに自分の気持ちを伝えることができる

状況に応じた柔軟な態度で保育を行うことができる

（3）保育実践スキル要素（10項目）

例：保育の中で並行して複数のことに対応できる

子どものしぐさ、表情、言葉から内面を読み取ることができる

子ども同士や子どもと保護者のかかわりを見守り、関係づくりを援助することができる



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

卒業

最初の実習

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年
愛
情
や
思
い

や
り
を
も
つ

使
命
感
を
も
ち

子
ど
も
と
接
す
る

子
ど
も
の
成
長
に

喜
び
を
感
じ
る

家
事
や
料
理
・
洗
濯

な
ど
生
活
体
験
を
活

か
し
た
保
育
を
行
う

獲得時期50%を超えるライン

獲得時期90%を超える
ライン

保
育
所
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
し

幼
稚
園
教
諭
の
意
識

保
育
所
保
育
士
の
意
識

保
育
者
自
身
の
豊
か

な
遊
び
経
験
を

保
育
に

活
か
す

保
育
者
自
身
の
自
然

に
ふ
れ
あ
う
体
験
を

保
育
に

活
か
す

幼稚園教諭 3, 4年までに

保育者として求められる内面的要素p. 33



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

卒業

最初の実習

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年 明
る
く
元
気

表
情
豊
か

に
伝
え
る

子
ど
も
の

様
子
説
明

子
ど
も
に

安
心
感

子
ど
も
や

保
護
者
に

身
近
な
大
人
に
適

切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

適
切
な
行
動
規
範

を
示
す

誠
実

日々の保育に直結する事項は
勤務1, 2年～3, 4年までに集中

保育者として求められる対外的・対人的要素①

保
育
所
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
し

幼
稚
園
教
諭
の
意
識

保
育
所
保
育
士
の
意
識実践の場で身につく態度

p. 34



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

卒業

最初の実習

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
意
識

し
て
保
育

状
況
に

柔
軟
な

態
度

変
化
に

気
づ
く

注
意
力

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

個
と
集
団
の

関
係
を

踏
ま
え
て
子
ど
も

に
か
か
わ
る

保
護
者
か
ら

の
信
頼
を
得
る

幼稚園教諭 1, 2年から

保育者集団5年以上で

保育者として求められる対外的・対人的要素②

保
育
所
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
し

幼
稚
園
教
諭
の
意
識

保
育
所
保
育
士
の
意
識

p. 35



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

卒業

最初の実習

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

子
ど
も
を
引
き
つ

け
る
魅
力
的
な
表

現
を
す
る

し
ぐ
さ
・

表
情
・
言

葉
か
ら
内

面
を
読
み

と
る

モ
ノ
の
特

性
を
考
慮

し
環
境
構

成
や
援
助

す
る

子
ど
も
の
目
線
に

な
っ
て
物
事
を
考
え

保
育
す
る

子
ど
も
の
状

況
を

読
み
よ
り
必
要
な
場

面
で
援
助
を
す
る

保育者として求められる保育実践スキル①

保育士、幼稚園教諭ともに現場に出てから獲得されるもの
という意識

幼稚園教諭 1, 2年から

保育士 緩やかな成長

保
育
所
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
し

幼
稚
園
教
諭
の
意
識

保
育
所
保
育
士
の
意
識

p. 36



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育に向かう
態度の獲得時期に対する意識（Q1）

卒業

最初の実習

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

並
行
し
て

複
数
の

対
応

子
ど
も
を

多
面
的

理
解

常
に
最
善

の
利
益
を

考
慮

課
題
設
定

し
実
践

か
か
わ
り
を
見

守
り
関
係

づ
く
り
を

援
助

保育者として求められる保育実践スキル要素②

3～5年程度で獲得
保育士、幼稚園教諭ともに現場に出てから獲得されるもの
という意識

保
育
所
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
し

幼
稚
園
教
諭
の
意
識

保
育
所
保
育
士
の
意
識

p. 36



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

Q4 「保育者の専門性」を考える場合、以下のような内容に関わる知識・技能はどの

段階までに獲得すべきだと思いますか。当てはまるもの1つに○をつけてくださ

い。（68項目）

回答の選択肢）

最初の実習までに

実習を経て卒業までに

勤務年数1, 2年までに

勤務年数3, 4年までに

勤務年数 5年以上

勤務年数10年以上



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

専門知識・技能

発達理解

保育に関わる基礎的事項

子どもの健康と生活

保育内容

計画・評価

特別な配慮が必要な子ども

家庭支援・地域連携

1

2

3

4

5

6

7



第２章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

（1）共通して「専門性として該当しない」とする回答が幼稚園教諭・保育士ともに

5%を超えた項目

・児童養護施設運営指針における保育・養育の基本について理解している

・乳児院運営指針における保育・養育の基本について理解している

・児童養護施設や乳児院などにおける個別の支援計画の意義を理解している

・児童養護施設や乳児院などにおける個別の支援計画に基づいて具体的な支援をする

ことができる

など

児童養護施設や乳児院における運営指針や支援計画、また児童家庭
福祉の歴史的編成などが該当しないと回答されている



第２章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

卒業まで

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

乳
・
幼
児
期
の
発
達
理
解

学
童
期
の
発
達
理
解

保
育
者
の
役
割
・
倫
理
、

子
ど
も
権
利
擁
護
理
解

保
育
所
・
幼
稚
園
の
意
義
・

制
度
的
位
置
づ
け
理
解

50%

90%
ギャップ無 幼稚園 保育所

保
育
所
・
幼
稚
園
の
意
義
・

制
度
的
位
置
づ
け
理
解

学
校
教
育
の
制
度
的
理
解

保
育
所
保
育
指
針
・

幼
稚
園
教
育
要
領
理
解

児
童
養
護
施
設
・
乳
児
院
の
意

義
・
制
度
的
位
置
づ
け
理
解

発達理解 保育に関わる基礎的事項

児
童
家
庭
福
祉
の
制
度
理
解

幼
児
教
育
・
保
育
の
歴
史
的

変
遷
理
解

保
育
所
保
育
指
針
・

幼
稚
園
教
育
要
領
理
解

子
ど
も
を
取
り
巻

く
社
会
状
況
理
解

保
育
政
策
理
解

現
在
の
教
育
・

国
内
外
保
育
・
幼

児
教
育
取
り
組
み

の
理
解

基礎的知識は
卒業までの獲
得を期待

p. 70



第２章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

卒業まで

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

一
人
一
人
子

ど
も
の
生
理

的
欲
求
を
読

み
取
り
、
満

た
す

保
健
活
動
・

環
境
整
備
の

意
義
理
解

疾
病
の
予
防

と
対
応
理
解

発
達
と
食
育

の
関
連
・
意

義
理
解

管
理
、

救
急
時
の
対

応
理
解

ギャップ無 幼稚園 保育所

衛
生
・

安
全

特
別
配
慮
要
子
ど

も
食
・
栄
養
理
解

地
域
保
健
活
動

理
解

子どもの健康と生活

初任の段階での獲得を期待

p. 71



第２章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

卒業まで

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
基
づ
く

長
期
指
導
計

画
作
成

P

D

C

A

に
基
づ
く
実

践
の
振
り
返

り
と
改
善
、

カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
基
づ

く
子
ど
も
理

解

ギャップ無 幼稚園 保育所

幼
児
の
発
達
に

応
じ
た
指
導
計

画
作
成

乳
児
の
保
育
内

容
や
方
法
に
活

か
せ
る
観
察
・

記
録
が
で
き
る

指
導
計
画
に
基

づ
く
日
々
の

保
育
実
践

計 画 ・ 評 価

改
善
意
義
の

理
解

発
達
過
程
、
集

団
の
特
徴
を
踏

ま
え
、
保
育
内

容
や
方
法
に
活

か
せ
る
観
察
・

記
録
、

指
導
計
画
に
基

づ
く
日
々
の
保

育
実
践

P

D

C

A

に
基
づ
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
に
基

づ
く
指
導
計
画
意
義

初任の段階での獲得を期待

ある程度経験を経ての獲得
を期待

p. 71



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

卒業まで

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

総
合
的
保

育
展
開
の

た
め
の
判

断
力

「
保
育
目

標
」
「
子
ど

も
の
発
達
」

「
保
育
内

容
」
に
関
連

づ
け
た
保

育
実
践

遊
び
を
豊

か
に
展
開

す
る
技
術

習
得

表
現
活
動

の
指
導
方

法
の
習
得

ギャップ無 幼稚園 保育所

五
領
域
の
視
点
か

ら
保
育
内
容
に

具
体
的
に

む
す
び
つ
け

て
考
え
る

保 育 内 容

子
ど
も
の
興

味
・
関
心
や

計
画
に
基
づ

く
環
境
構
成

表
現
活
動
に
関
す

る
豊
か
な
感
性
、

技
術
の
習
得

ある程度経験を経ての獲得を期待

p. 72



第2章 幼稚園教諭および保育所保育士がもつ
保育者の専門的知識・技能の獲得時期に対する意識（Q4）

卒業まで

10年以上

5年以上

3, 4年

1, 2年

障
が
い
児
保
育

に
活
か
せ
る
観

察
・
記
録
、
ク

ラ
ス
の
指
導
計

画
、
個
別
の
指

導
計
画
の
作
成

子
ど
も
へ
の
援

助
・
環
境
構
成

保
護
者
へ
の
支

援
・
関
係
機
関

と
の
連
携
理
解

ギャップ無 幼稚園 保育所 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
方

法
と
技
術
理
解

特別な配慮が必要な子ども

障
が
い
の
種
類
・
特
徴
、

統
合
保
育
に
お
け
る
育

ち
合
い
の
意
義
理
解

家庭支援・地域連携

「
家
庭
」
の
意
義
及
び
機

能
、
児
童
虐
待
の
対
応
理

解

多
様
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
支
援
体

制
と
関
係
機
関

と
の
連
携
理
解

個
々
の
状
況
に
応
じ

た
保
護
者
支
援
方
法

を
考
え
る

子
育
て
家
庭

に
対
す
る
相

談
支
援
、
情

報
・
技
術
提

供
が
で
き
る

小
学
校
・
関

係
機
関
と
の

連
携
に
お
い

て
必
要
な
役

割
を
担
う

ある程度経験を経ての獲得
を期待

経験を経て段階的な
獲得が期待される

p. 72



第2章 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が
保育者の専門性の評価と向上に重視する内容（Q5）

回答の選択肢）

重要である

やや重要である

あまり重要ではない

重要ではない

Q5 あなたが職員の「保育者の専門性」を評価するときに、以下の各項目がどの程度重
要だと思いますか。当てはまるもの1つに○をつけてください。（16項目）



第2章 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が
保育者の専門性の評価と向上に重視する内容（Q5）

16項目 4主成分

「子どもへの対応の様子」「保護者への対応の様子」

「同僚との連携の様子」「保育に取り組む姿勢」

「教材、保育・養育環境の工夫」「日常の保育以外の業務の処理」

「保育者本人の身体、音楽、造形、言語等の表現技術」

「自己の感情のコントロール」

「保育者本人の年齢」「保育者としての経験年数」

「保育者本人が保有している資格・免許」

「同僚による相互評価」 「施設長、管理職による総合的判断」

「保護者による評価」 「担当している子どもの様子」

保育の様子（4項目）

業務遂行（4項目）

本人の特性（4項目）

他者評価（4項目）



第2章 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が保育者の専門性の評価と向上に重視する内容：

保育者の専門性の評価に関する結果（Q5）

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

Q5第1主成分

「保育の様子」

Q5第2主成分

「業務遂行」

Q5第3主成分

「本人の特性」

Q5第4主成分

「他者評価」

3.9 

3.6 

2.7 

3.4 

3.9 

3.6 

2.6 

3.5 

3.9 

3.5 

2.6 

3.4 

保育所保育士 幼稚園教諭 養成校教員p. 74



第2章 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が保育者の専門性の評価と向上に重視する内容：

保育者の専門性の向上に関する結果（Q6）

回答の選択肢）

重要である

やや重要である

あまり重要ではない

重要ではない

Q6 「保育者の専門性」を向上させるために、以下の各項目をどの程度重要だと思いま
すか。当てはまるもの1つに○をつけてください。（21項目）



第2章 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が保育者の専門性の評価と向上に重視する内容：

保育者の専門性の向上に関する結果（Q6）

21項目 6主成分

「職員間の相互評価を実施する」「第三者評価を受ける」

「職員研修などの保育者養成施設と連携した取り組みをおこなう」

「実践記録とその検討を行う」「他者の実践を観察する」

「専門機関からの指導・助言を受ける」

「園内の諸記録や危機管理の方法など明文化する」

「自己の人間的な感性や趣味を広げる園外研修へ参加する」

評価の実施（6項目）

連携（3項目）

園内研修（4項目）

園外研修（3項目）

運営管理（3項目）

自己の課題（3項目）



第2章 幼稚園教諭、保育所保育士と養成校教員が保育者の専門性の評価と向上に重視する内容：

保育者の専門性の向上に関する結果（Q6）

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

第1主成分

「評価の実施」

第2主成分

「連携」

第3主成分

「園内研修」

第4主成分

「園外研修」

第5主成分

「運営管理」

第6主成分

「自己の課題」

3.2 

3.4 

3.7 

3.6 

3.0 

3.7 

3.2 

3.1 

3.6 

3.5 

3.2 

3.6 

3.2 

3.0 

3.6 

3.6 

3.3 

3.6 

保育所保育士 幼稚園教諭 養成校教員



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

保育者基礎力

態度 知識 技能

保育者の専門性の3つの要素

保育者の専門性の構成概念p. 78



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス
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第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

養成校が
中心

保育現場
で学びな
がら

養成校 養成校

「時間や期限を守る」など
「心の健康を維持」「謙虚さ
をもって物事に取り組む」な

ど

p. 84



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

養成校が
中心

保育現場
で学びな
がら

養成校・保育現場 保育現場 保育現場

「適切な感情表現」など

p. 84

特徴的な意識

同僚性：
「相手の持
つ力を信
じ、頼る」
など

仕事の遂行力：

「自己課題を設けること
ができる」など



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

家庭支援・地域連携に
おける中心的役割を担

うためのスキル

保育の深まり
(総合的判断、遊びを豊
かにするための技術、
教材の作成・活用、特
別な配慮が必要な子ど

も、家庭支援)

日々の保育を実践する
ためのスキル

（観察・記録、指導計
画、保育実践、環境構
成、表現技術、虐待に

ついての理解)

発達理解
基本的な知識

職場での
リーダーシップ

保育の柔軟さや
深まり

子ども、保護者、保育
者に向き合う態度

子どもの目線に立って
考える態度

基本的な態度
（他者に対する愛情・
思いやり、使命感を
もって子どもと接す

る）

仕事の遂行力
同僚性

社会的マナー
仕事に取り組む姿勢

社会的態度

養成課程 勤務1、2年 勤務3、4年 勤務5年以上

基
礎
力

態

度

知
識
・
技
能

保育者の専門性成長プロセスp. 85



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

仕事の遂行力
同僚性

社会的マナー
仕事に取り組む

姿勢
社会的態度

養成課程 勤務1、2年 勤務3、4年 勤務5年以上

基
礎
力

保育者の専門性成長プロセスp. 85



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

職場での
リーダーシップ

保育の柔軟さや
深まり

子ども、保護者、
保育者に向き合う

態度
子どもの目線に
立って考える態度

基本的な態度
（他者に対する愛
情・思いやり、使
命感をもって子ど
もと接する）

養成課程 勤務1、2年 勤務3、4年 勤務5年以上

態

度

保育者の専門性成長プロセスp. 85



第2章 保育所、児童養護施設、乳児院に勤務する保育士、幼稚園教諭
及び養成校教員がとらえている保育者の専門性の育ちのプロセス

家庭支援・地域連
携における中心的
役割を担うための

スキル

保育の深まり
(総合的判断、遊び
を豊かにするため
の技術、教材の作
成・活用、特別な
配慮が必要な子ど
も、家庭支援)

日々の保育を実践
するためのスキル
（観察・記録、指
導計画、保育実
践、環境構成、表
現技術、虐待につ

いての理解)

発達理解
基本的な知識

養成課程 勤務1、2年 勤務3、4年 勤務5年以上

知
識
・
技
能

保育者の専門性成長プロセスp. 85



第３章

自由記述にみられる保育者の専門性の育ち
のプロセスおよび現場と養成校の連携



第３章 自由記述にみられる保育者の専門性の育ちのプロセス
および現場と養成校の連携

第１節 現場経験を重ねることに応じた子ども理解の内容の変化
第２節 現場経験を重ねることに応じた子ども理解以外の内容の変化
第３節 保育の質向上に影響する職務以外の経験
第４節 「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと思われる施設内研修
第５節 「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと思われる施設外研修
第６節 「保育者の専門性」を向上させるための養成校と連携した取り組み
第７節 「自由記述にみられる保育者の専門性の育ちのプロセスおよび現場と

養成校の連携」のまとめ
第８節 幼稚園調査結果と保育所・児童養護施設・乳児院・養成校の回答との

比較にみる保育者の専門性の育ちのプロセスおよび現場と養成校の連携



第３章 自由記述にみられる保育者の専門性と現場と養成校の連携

それぞれの設問の回答数と回収数に対する回答率

Q 保育所 施設 養成校 幼稚園

回収数 763 （100.0%） 336 （100.0%） 279 （100.0%） 392（100.0%）

記
入
数

3-1 612 （80.2%） 291 （86.6%） 259 （91.8%） 313 （79.8%）

3-2 617 （80.1%） 280 （83.3%） 250 （89.6%） 318（81.1%）

3-3 575 （75.4%） 336 （77.1%） 254 （91.0%） 304（77.5%）

7-1 612 （80.2%） 217 （64.6%） 271 （69.1%）

7-2 408 （53.5%） 181 （53.4%） 233 （59.4%）

7 386

8 391 321 312



Ｑ3-1.あなたは現場経験を重ねることに応じて子

ども理解の内容が変化してきたと思いますか。

第3章 現場経験を重ねることに応じた子ども理解の内容の変化



回答が多かった１１項目

(1)専門的意識 (2)子どもの人権 (3)情緒 (4)子ども・
集団理解

(5)問題意識 (6)視点の広がり (7)理解の
範囲・程度

(8)保育の力

(9)マイナスの捉
え

(10)その他 (11)変化なし

自由記述回答(Q3-1)



現場経験を重ねることに応じた子ども理解の内容の変化
（Q3-1）

(4)子ども・集団理解

•子どもがどんな性格なのか把握し、その子の良い所を見
つけ伸ばしていけるようにしている。その子自身が色々
な場面でどう感じているのか、子どもの目線にたてるよ
うに気を付けている。（30代・女性）

•年齢別に発達差などは学校で習うが実際現場で仕事をし
経験の中で個別対応の重要性を感じた。また、同じ年齢
の学年を持っても、その年々で保育内容は違ってくるこ
とを感じた。（50代・女性）



現場経験を重ねることに応じた子ども理解の内容の変化
（Q3-1）

(5)問題意識

•最近では言葉の遅い子や身の回りのことができないな
ど、手のかかる子供が多く、発達の差が大きく感じま
す。一人一人のペースがバラバラなので、一人一人を理
解する時間が多くかかります。（20歳代・女性）

•時代や社会の変化、家庭環境など子どもの周りを取り巻
く背景が変わっていると感じる。そのため教師自身の子
ども理解の仕方も多様性が求められると思う。

（40代・女性）



(6)視点の広がり

•子どもの姿や行動を表面的にとらえてかかわるのではな
く、なぜそうゆう行動をとるのか、背景や心理を考え、
先を見通しながら子どもへの援助や環境を考慮し、工夫
するようになった。（50歳代・女性）

•幼児が園に入園するまでの生活環境が与える影響を考慮
せずに園での保育はできないことを知りました。園での
保育のために社会情勢も含め様々な勉強をしなければな
らないと感じています。（50歳代・女性）

現場経験を重ねることに応じた子ども理解の内容の変化
（Q3-1)



第3章 現場経験を重ねることに応じた子ども理解以外の内容の変化

Ｑ3-2. あなたは現場経験を重ねることに応じて、子ど

も理解以外の内容（例：保育内容や保護者への対応や理解

など）が変化してきたと思いますか。



回答が多かった１１項目

(1)地域や機関・
施設との連携、
社会資源の活用

(2)職員のチーム
ワーク、学び

(3)保護者対応 (4)福祉的視点

(5)特別な配慮を
要する子どもの
理解

(6)保育 (7)自己の成長 (8)課題や大切さ
の理解

(9)変化 (10)体力の低
下・保育内容の
固定化・保護者
とのギャップ

(11)その他

自由記述回答(Q3-２)



現場経験を重ねることに応じた子ども理解以外の内容の変化

（Ｑ3−2）

(3)保護者対応

•以前は、保育は○○であるべきといった勝手なこだわりを
かかげていたり、保護者のがんばりが足りないといったよ
うな頭でっかちな考えをもっていた。経験を重ねていくう
ちに、理屈ではどうにもならないことに気がついたり、寛
容に事を受け入れるようになった。（30歳代・女性）

•保護者に対して、子どもの気になることを指摘するより、
まず保護者の気持ちや立場に寄り添い、その上でどうした
ら良いか共に考えることが望ましいと考えるようになっ
た。 （50歳代・女性）



現場経験を重ねることに応じた子ども理解以外の内容の変化

（Ｑ3−2）

(6)保育

•子どもたちの製作等、きれいに手をかけて仕上げるので
はなくその子の個性や味を大事にするようになった。
（20歳代・男性）

•①保育内容・保育環境・保護者への対応・理解・保育者
間の連携への意識の向上 ②子ども理解に基づいた援助
の仕方 ③発達に必要な経験を意識した援助

（30歳代・女性）



現場経験を重ねることに応じた子ども理解以外の内容の変化

（Ｑ3−2）

(9)変化

•核家族化が増え回りとのつながりが少なくなり、相談でき
る人もあまりいなくなり、保育者はそういう保護者に対し
園内生活の事だけでなく生活にも対応してはいかなければ
ならないと考えます。（50歳代・女性）

•時代の流れと共に保育の質も変わり親の要望も変ってきて
います。基本的生活習慣より目に見える教育（英語とか体
操ｅｔｃ）に興味を持たれる親が増えてきています。
（50歳代・女性）



第３章 保育の質向上に影響する職務以外の経験

Q3-3. 職務以外の経験が保育の質向上に影響した

と感じることはありますか。



回答が多かった１２項目

(1)過去経験 (2)家庭環境 (3)余暇活動 (4)社会活動

(5)学習 (6)心の健康維
持

(7)他者との交
流

(8)姿勢の形成

(9)困難体験 (10)満足体験 (11)すべての
活動

(12)その他

自由記述回答(Q3-３)



保育の質向上に影響する職務以外の経験
（Ｑ３−3）

(2)家庭環境

•保育（幼稚園教育）は生活教育であるので、自身の生活全
てが子どもを指導する時の力になる。自然に触れ美しいと
感じること一つ、心が動くものに出会えた時の感情全て教
育者の質向上につながる。(50歳代・女性)

•結婚や出産、育児を経験することで社会の中での保育の状
況や、親の気持ち、子どもの気持ちに改めて気づくことが
できた。又、年令が重なるにつれ目先きのことだけでなく
先を見据えた考え方ができるようになった。

(50歳代・女性)



保育の質向上に影響する職務以外の経験
（Ｑ３−3）

(3)余暇活動

•幼少期にどれだけ豊かな遊び経験をしているか。また現在して
いるか。・保育者自身が、様々な分野の人と関わり、いろいろ
な刺激を受けたり、いろいろな立場の人の意見や考えを柔軟に
受け入れる心の余裕があること。(30歳代・女性)

•山や川に行き、自然と触れ合い、草木を使ったおもちゃや遊び
を覚え、それを子どもたちにやってみせると喜んでくれます。
遊具で遊ぶ以上に子どもたちは今も昔も、自然と触れ合って遊
ぶことに興味を示してくれています。(40歳代・女性)



保育の質向上に影響する職務以外の経験
（Ｑ３−3）

(5)学習

•免許証更新の為の研修（教師研修）、その他の保育研修、保育関係
以外の仕事に就いた事で、子供達を教育していく上で、自ら学んで
いく事が何よりも大事なことだと気が付いた。(40歳代・女性)

•研修会などで他の先生方と会う機会が多かったり、代表者として何
かしなければいけない状況でも色んな場で経験してきたことを生か
し、対応出来ることに気付いたり、意見交換をすることで、自分の
知らない事も学べ、自分の保育にも生かそうと思う部分がある。
（30歳代・女性）



第3章 「保育者の専門性」を向上させるために
効果的だと思われる施設内・外の研修

Q7－1.「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと

思われる施設内研修があればお書きください。

Q7－２. 「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと

思われる施設外研修があればお書きください。



回答が多かった１４項目

(1)理論・専門
的知識

(2)保育全般 (3)保育目標・
計画・評価

(4)保育技術

(5)保育形態 (6)保育内容 (7)保育方式 (8)記録

(9)配慮を要す
る子どもの保
育

(10)子育て支
援・保護者対
応

(11)養護・生
活

(12)各種プロ
グラム

(13)社会的ス
キル

(14)その他

自由記述回答(Q7-1・2)



「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと思われる
施設内研修（Ｑ７−1）

(1)理論・専門的知識

•事例を持ち寄り、教員同士で、幼児の見方や保育者の援助
について話し合うことで、幼児一人一人を多面的に理解で
きるようになり、幼児理解が深まる。（30歳代・女性）

•子どもの遊びをビデオにとり、その映像を全員でみる。そ
の子の行動や気持ちを読みとる。ただ、決定的な方向へ
持っていくのではなく、見方、環境の構成、昨日からのつ
ながり、明日へのつながりを知る。（60歳代・女性）



「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと思われる
施設内研修（Ｑ７−１）

(6)保育内容

•園でとり入れている保育内容の具体的な指導をできる外部
講師に実践でのとりくみ方を教えていただいたり、他園の
とりくみ方を見学したり、教えていただいたりしていま
す。（40歳代・女性）

•「音楽」「造形・絵画」では同じ先生に長年にわたり指導
を受けている。・講習前後には「質問」を提示でき、経験
が短くても保育の中での素朴な疑問にも丁寧に答えても
らっている。（50歳代・女性）



「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと思われる
施設外研修（Ｑ７−２）

(9)配慮を要する子どもの保育

•クラスの中で気になる子ども（問題になる子）の記録など
を、問題提議として指導的立場の方々や専門機関の指導や
助言を受けたりみんなで考えていく研修はとても効果的だ
と思う。（20歳代・男性）

•特別支援教育や教材研究・実技研修は、園内では若手が多
くてもなかなかできないので他園の人とも知りあえるし有
効と思う。（５０代・女性）



第3章「保育者の専門性」を向上させるための
保育現場と養成校の連携

Q8 今後「保育の専門性」を向上させるために、養成校と

連携したどのような取り組みが有ればよいと思いますか。あ

なたのご意見をお聞かせください。



回答が多かった１０項目

(1)研修会など
の実施

(2)学生の現場
体験

(3)情報交換・
理解

(4)共同研究

(5)実習・授業 (6)組織 (7)待遇 (8)協働（連
携）する姿勢

(9)資質 (10)その他

自由記述回答(Q8)



「保育者の専門性」を向上させるための
保育現場と養成校の連携（Ｑ８）

(1)研修会などの実施

•「現場で保育にあたっている保育者の専門性」ととらえる
と…→養成施設の講師の方より、大局的な視野に立ったお
話を伺ったり、他園の試みの紹介などしていただけると有
難い。（50歳代・女性）

•大学の先生方のシンポジウムなどを聞く会 ・保育学会の
ようにいろいろなテーマを選んで参加できる会（50歳代・
女性）



「保育者の専門性」を向上させるための
保育現場と養成校の連携（Ｑ８）

(3)情報交換・理解

•学生理解と現職教諭の質の向上のために、数年に一度、在
学中の学生と一緒に、今行われている講義に参加する機会
があると良いのではないか。（40歳代・女性）

•実習巡回以外で、現場の教育と養成施設の教育員が情報交
換や意見交換を行う機会を設けると良いのではないか。
（30歳代・女性）

•現在、養成施設と意見交換会を年に1～2回開いています。
おたがいの意見や情報を言いあえるのでとても良いです。
（30歳代・男性）



「保育者の専門性」を向上させるための
保育現場と養成校の連携（Ｑ８）

(5)実習・授業

•保育者の専門性の向上ということで、学ばれる中で、教育実習の
実施により、多くの事を身につけていただけるように思います。
指導の技術の向上や、人とのかかわり、コミュニケーションに関
してなど、実習を重視していただき、養成施設の訪問時に、連携
を取っていますので、大学での指導につないでいただいておりま
す。（50歳代・女性）

•実習前の事前の打ち合わせとして、養成施設の担当職員の方との
話し合いの場がほしいです。（基本的な挨拶、態度、姿勢。意欲
を高めるための、相互教育指導ができていくといいと思いま
す。）（40歳代・女性）



第3章「自由記述にみられる保育者の専門性の育ちのプロセス
および現場と養成校の連携」のまとめ

子ども理解

•どのように育って
きたか？

•どのような環境で
何を考えてきたか？

•いかに子どもの個
性を尊重し伸ばして
いくか？

•人間としての質を
求められる

子ども理解以外

•どのような仕事を
してきたか？

•保護者対応や保育
に関して

•子どもの気持ちを
理解し寄り添う

•子どもの興味・関
心に沿った保育

職場以外の経験

•様々な職業体験、
経験値が保育でも役
立つ

•子育てや出産→家
庭や家族・保護者な
どを理解しやすい

•人間力、一人一人
の個性、体験、育ち
が保育には必要不可
欠

1.経験を重ねることによる保育者の専門性の育ち



第3章 「自由記述にみられる保育者の専門性の育ちのプロセス
および現場と養成校の連携」のまとめ

施設内研修

•保育技能の習得 保育の総合
理解 自己確認の研修内容

•勤務時間を考慮した短時間で
の研修

•ビデオなどで子ども理解や発
達を見直す

•音楽・造形・表現などの保育
技能的な研修→即戦力として
役立つ

施設外研修

•幼稚園では夏季休暇を利用し
サマースクールで技術を習得

•研修や連絡会に参加すること
はリサーチ、特色付けの情報
収集にも役立つ

•リカレント教育を利用し保育
者の知識、技術の習得養成校
の情報やパートナーシップの
確認ができ双方にとってのメ
リット、利便性に優れている

2.「保育者の専門性」を向上させるために効果的だと思われる研修



第3章 「自由記述にみられる保育者の専門性の育ちのプロセス
および現場と養成校の連携」のまとめ

3.「保育者の専門性」を向上させるための保育現場と養成校の連携

＊保育園に比べ幼稚園に「研修会などの実施」が多くみられる

＊養成校に出向き専門性の高い研修・講義を受けたい

＊学習を通しながら保育の質の向上を目指す意識が高い

＊養成校と幼稚園が相互に質的な向上を目指す機会を保障してほしい

＊養成校と連携を深めたいという要望実習の位置づけ

＊学生に実習で現場に触れて、多くの経験を積み力量を伸ばす

＊社会人としての基礎力やコミュニケーション力も身につけてほしい

＊養成校に学生の実習をよくみてもらい、今後の指導に尽力してほしい

＊実習および実習指導を充実してほしい



第3章 幼稚園調査結果と保育所・児童養護施設・乳児院・養成校の回答との比較にみる

保育者の専門性の育ちのプロセスおよび現場と養成校の連携

３つの職種（幼稚園教諭・保育所保育士・施設保育士）に共通する項目

＊家庭環境、余暇活動、他者との交流、学習活動、保育の質向上に影響を与えている

＊余暇活動は自己を高める活動として大切で仕事に幅ができる

＊趣味や自分が好きなことを保育の中で活用することを通して、より保育活動を充実

＊さまざまな年齢層と交流することでコミュニケーション力・幅広い見方や考え方・

自分の視野や考え方を拡げることができる

＊保育者の研修や学習を通して保育の質を向上することができる

＊「研修会」、「学生の現場体験」「情報交換・理解」「実習・授業」（8割前後）
→質的向上のために養成校と連携する項目は共通

＊リカレント（卒後教育）を「実施してほしい」という要望



第3章 幼稚園調査結果と保育所・児童養護施設・乳児院・養成校の回答との比較にみる

保育者の専門性の育ちのプロセスおよび現場と養成校の連携

各種別と養成校との関わり（養成校への要望）

＊現在の実習期間は、あまりにも短期間で学びも足りない

＊規定の実習以外での現場体験

＊養成校教員がもっと保育現場を理解してほしいという要望

＊事前指導の準備をしっかり行ってから実習に臨んでほしい

＊実習を行う意義や目的・位置づけ、そして実習先が大切にしている

活動のねらいや特徴などもしっかり理解してもらいたい

＊実習の負担の軽減化



第4章

現場と養成校との連携・専門性の育ち



H２４～２５年度の課題研究全体の考察と提言

Ⅰ．養成校に加えて３種の異なる保育現場に勤務する保育者を対象

とした調査から見えてきたこと

Ⅱ．保育現場は養成校をどうとらえているのか

Ⅲ．保育現場から期待される養成校のあり方～協働の糸口はどこに

あるのか

Ⅳ．生涯発達的視点をもった保育者を養成するための／成長し続け

る保育者であるための保育現場と養成校の協働



Ⅰ．養成校に加えて３種の異なる保育現場に勤務する

保育者を対象とした調査から見えてきたこと

１．「専門性の成長プロセス」のとらえ方の共通性

２．保育所保育士と幼稚園教諭の意識の共通性

３．施設保育士がとらえる保育者の専門性の成長プロセス

保育所
児童養護
施設・乳
児院

養成校

幼稚園・
認定こど
も園



Ⅰ-１．「専門性の成長プロセス」のとらえ方の共通性（１）

養成校と保育現場が共通して抱いていた保育者の専門性の成長プロセス

保育者の専門性は段階を追って獲得されるものである
保育者の専門性

資格を取得することで完成されるものではなく経験とともに成長していくものである

保育者の専門性を追求し続けることもまた保育者の専門性を構成する要素である

H24年度報告では

養成段階からの“自ら成長する保育者”という視点をもっ

た取り組み

必要最低限の知識・技能を習得するカリキュラム
＋専門性向上のための「取り組み方」philosophyを習得
するカリキュラム



対人・対外的要素

リーダーシップ
保育実践スキル

状況に合わせ
た保育

保護者支援

内面的要素 対人的要素
保育実践スキル

経験を保育に活かす
分かりやすく伝える
適切にコミュニケー
ションをとる
子どもを理解し適切
に日々の保育を考える

養成段階 勤務1，2年 勤務3，4年 勤務5年以上

内面的要素

他者に愛情や思いやりを
もって接する
子どもに使命感をもって
接する

Ⅰ－１「専門性の成長プロセス」のとらえ方の共通性（２）（再掲）

保育に向かう態度の獲得時期から考える保育者の専門性の成長プロセス



Ⅰ-１「専門性の成長プロセス」のとらえ方の共通性（３）（再掲）

家庭支援・地域連携に
おける中心的役割を担

うためのスキル

保育の深まり
(総合的判断、遊びを豊
かにするための技術、
教材の作成・活用、特
別な配慮が必要な子ど

も、家庭支援)

日々の保育を実践する
ためのスキル

（観察・記録、指導計
画、保育実践、環境構
成、表現技術、虐待に

ついての理解)

発達理解
基本的な知識

職場での
リーダーシップ

保育の柔軟さや
深まり

子ども、保護者、保育
者に向き合う態度

子どもの目線に立って
考える態度

基本的な態度
（他者に対する愛情・
思いやり、使命感を
もって子どもと接す

る）

仕事の遂行力
同僚性

社会的マナー
仕事に取り組む姿勢

社会的態度

養成課程 勤務1、2年 勤務3、4年 勤務5年以上

基
礎
力

態

度

知
識
・
技
能

保育者の専門性成長プロセスp. 85

保育者の専門性の成長プロセスの順序も共有されていた



保育所

幼稚
園・認
定こど
も園

Ⅰｰ２．保育所保育士と幼稚園教諭の意識の共通性（１）

乳幼児の日中の集団保育の場である保育所と幼稚園に勤務する保育者のもつ「保

育者の専門性およびその成長プロセス」に関する意識の共通性が明らかになっ

た。両者の意識の違いは保育対象（乳児保育）や保育者の役割（一人担任）、施

設の機能等の違いに起因するものであろう。

保育者の専門
性獲得時期の
共通性

保育に向かう態度
保育者基礎力
保育者の専門的知識・技能

専門性評価の
視点

重視する項目の順位は一致
「保育の様子」＞「業務遂行」＞
「他者評価」＞「本人の特性」

専門性向上の
手立て

重要視する項目の順位は一致
「園内研修」＞「自己の課題」＞
「園外研修」



Ⅰｰ２．保育所保育士と幼稚園教諭の意識の共通性（２）
保有することが望ましいと考える資格・免許（F14）

幼稚園教諭の91.3％が保育士資格を保有することが望ましいと回答

幼稚園教諭はその職務において、さらには保育者としての専門性を高
める上で、保育士の資格を保有すること、少なくとも保育士資格にか
かわる専門分野について学習することの必要性を感じている。
＊資格免許を超えた一貫性のある保育を目指そうとする意識の
反映？

＊保健・福祉的視点の獲得や乳児期からの発達理解と見通しを
持とうとする意識の反映？



Ⅰｰ２．保育所保育士と幼稚園教諭の意識の共通性（３）
保育所保育士・幼稚園教諭と養成校教員との意識の差異

幼稚園・認
定こども園 養成校<

保育者の専門性、とりわけ知識・技能にかかわる要素について、
養成校教員はほとんどすべての項目において保育所保育士、幼稚
園教諭よりも早くに獲得すべきと考えていた。
（保育所保育士と養成校教員の差異はH24年度報告参照）

保育所保育士ならびに幼稚園教諭は同じ成長プロセスのイメージ
を持っているが、養成校教員はそのイメージを共有していない。

保育所



Ⅰ-２．施設保育士がとらえる保育者の専門性の成長プロセス

児童養護施設および乳児院に勤務する保育士の傾向；

① 保育所および幼稚園に勤務する保育者に比べて、養成課程期間での専門的な

知識・技能の獲得を求めていた

② 専門性の獲得時期の想定も保幼に比べて早期であった

③ 施設外研修内容としてより専門分化した具体的なものを求め、自己研鑽意識

も強い

・社会的養護を担う乳児院や児童養護施設では特別な配慮が必要とされる子ども

の保育や、より困難な子育てに直面する家庭の支援が中心

・新人と言えども、対象となる子どもや家族の課題特性や背景を理解した上で相

対することが最低限求められるのが、困難な子育ての最前線で保育にあたる施設

保育士の実情



Ⅰ-２．施設保育士がとらえる保育者の専門性の成長プロセス
保育者の専門性をとらえる際の施設保育士の位置付け

・家庭保育の中での子育ての困難さが深刻化している状況での地域子育て支援の
現場のことも考え合わせると、子育ての困難さに対応するための専門性の獲得
は、これからの保育者養成にとって、大変重要であり不可欠な養成領域

・幼保一体化に向けて現場の保育者の意識の共通性が示されたことに加えて、
保幼と異なる施設保育士の専門性とその成長プロセスの特性が示されたことは、
今後の保育者養成にとって意義深いと思われる

保育所

児童養護
施設・乳
児院

幼稚園・
認定こど
も園



Ⅱ．保育現場は養成校をどのようにとらえているのか

１．「専門性の成長プロセス」のとらえ方の相違点

２．学びのモードの違い

３．養成校は保育現場から期待されていないのか

保育所
児童養護
施設・乳
児院

養成校

幼稚園・
認定こど
も園



Ⅱ-１． 「専門性の成長プロセス」のとらえ方の相違点（１）

プロセスは共通しているが、獲得時期のとらえに違いが見られた

養成校の教員の方が、「保育者基礎力」「保育者の専門性－態度・知識・

技能」のいずれにおいても、早い段階での獲得が望ましいと考えている

保育所

児童養護
施設・乳
児院

養成校
幼稚園・
認定こど
も園

< ≑

保育所保育士と幼稚園教諭は、現場で対象や状況に応じて経験を積みながら成長し
ていくと考えている
施設保育士は新卒と言えども必要とされる事項は養成校で獲得しておくことが望ま
しいと考えている



Ⅱ-１． 「専門性の成長プロセス」のとらえ方の相違点（２）

養成校教員は

「保育者の専門性は現場で磨かれ
ていく」ものであるととらえてい
るからこそ、

そのためには「必要な知識・技能
を養成段階で獲得して欲しい・獲
得させたい」
「実習を通して、状況の中での学
びを経験しながら成長して欲し
い」
と考えている

VS

保育者は

「現場で経験を積みながら成長す
る」ものなので、「学校の授業」
だけでは難しい

段階を追って成長し獲得していく
のが保育者の専門性であるので、
中堅以降の成長課題については養
成段階では難しい



Ⅱ-２．学びのモードの違い

実際の「保育」状
況からの乖離し
た、教員からの専
門的知識・技術の
伝達

「教室での一斉講
義」というステレ
オタイプなイメー
ジ

養成校
での学
び 文脈の中で経験し

ていく、具体的な
「保育」状況に埋
め込まれた学び

現場経験を重ねる
ことにより学んで
いくものだという
信念/実感

現場で
の学び

保育者の認識：保育現場での学びは「教室での一斉講義」によってなされる
ものではなく、「状況に埋め込まれた学習」によってなされるものである

学習形態の
差異

現場の認識

保育現場と養成校教員との意識のズレは、両者における学びのモードの違い、
さらにはそのことに対する認識の問題からも生じているのではないだろうか



Ⅱ-３．養成校は保育現場から期待されていないのか
養成の場として （１）

日々の保育を実践する
ためのスキル

（観察・記録、指導計
画、保育実践、環境構
成、表現技術、虐待に

ついての理解)

発達理解
基本的な知識

子ども、保護者、保育
者に向き合う態度

子どもの目線に立って
考える態度

基本的な態度
（他者に対する愛情・
思いやり、使命感を
もって子どもと接す

る）

仕事の遂行力
同僚性

社会的マナー
仕事に取り組む姿勢

社会的態度

養成課程 勤務1、2年

基
礎
力

態

度

知
識
・
技
能

社会人とし

ての最低限

の態度に保

育の基礎的

な知識が加

わったもの

実習を中心

に養成段階

でも経験す

る内容



Ⅱ-３．養成校は保育現場から期待されていないのか
養成の場として （２）

保育現場が勤務開始後1、2年程度をかけて獲得するものと考えている

内容は、養成校教員から見れば、実習を中心に養成段階でも経験する

内容が多い

（「仕事の遂行力」や「日々の保育を実践するためのスキル」など）

養成校教員の思いは保育現場に通じて
いないのか･･･････



Ⅱ-３．養成校は保育現場から期待されていないのか
養成の場として（３）

保育所・施設 幼稚園

１ 研修会 研修会

２ 学生の現場体験 情報交換・理解

３ 情報交換・理解 実習・授業

４ 実習・授業 学生の現場体験

順位は前後するものの、いずれの保
育現場においてもこの4点が養成校
に求めていることの8割を占めてい
る

養成校は、共同研究による連携を求めて
いるが、現場からの要望は薄い

多忙で実践研究まで
至らない？
期待されていない？

保育現場が求める保育者の専門性向上のための連携（自由記述）



Ⅱ-３．養成校は保育現場から期待されていないのか
養成の場として（４）

「研修会」（園内・園外研修）

現職保育者の学びの機会の提供

「情報交換・理解」

養成校教員の現場理解

「実習・授業」

養成教育の質の向上

学生の現場体験

学生の保育現場理解

関わり体験の積み重ね

喫緊の学びたいことがある

現場の実態をわかって！

必要性はわかるけれど大変･･･
もう少し実習指導をしっかり
して



Ⅱ-３．養成校は保育現場から期待されていないのか
研修の資源として（１）

保育所 幼稚園 養成校

１ 園内研修 園内研修 園内研修

２ 自己の課題 自己の課題 自己の課題

３ 園外研修 園外研修 園外研修

４ 運営管理 評価の実施 連携

５ 評価の実施 運営管理 評価の実施

６ 連携 連携 運営管理

保育者の専門性向上に際して、保育現場
からは連携の視点は薄い。

保育現場が求める保育者の専門性を向上させる内容（Q6）

養成校は保育者の専門性の向上に
自らの担う役割が大きいと考えて
いるのに対して、保育現場では養
成校が考えるほどには重視してい
ない

自己研鑽！



Ⅱ-３．養成校は保育現場から期待されていないのか

見えてきた養成校と保育現場の意識のズレや認識のズレ

相互に理解することが必要だと思っているにもかかわらず、

効果的な連携や協働した保育者養成を可能にする関係が成立

していない。

協働の糸口はどこにあるのだろうか



Ⅲ．保育現場から期待される養成校のあり方

～協働の糸口はどこにあるのか

•成長し続ける保育者という視点に立った養成
教育

•教員の意識改革（どんな？）
養成教育

•改革の糸口としての実習

•正規の実習の期間や内容、前後段階としての
実習体験に対する現場からの提案の反映

実習
•研修への貢献

•企画からの参画

•実習指導者の研修
現職研修



Ⅲ-１．「生涯発達を遂げる職としての保育者」という視点に立った養成

（１）養成校教員に求められる意識改革
2点の認識
①段階を追って役割が変化することに応じた学習がその都度必要
②学び続ける、成長し続けるという姿勢の確立が不可欠

4点のリソース
①実習を通しての協働
②卒業生との交流
③研修や共同研究の機会
④保育者養成校の教員としての保育経験者の存在

（２）即戦力としての保育者養成からの脱却
専門性向上のための「取り組み方」philosophy習得のカリキュラム



Ⅲ-2．改革の糸口としての実習

（２）資格に関わる実習以外の現場体験の設定
保育所、施設、幼稚園いずれの現場からも、実習以外の現場体験をという
声が多くあがっていた
養成段階からの子どもとかかわりながら状況の中で学んでいくという体験
を積み重ねることを検討する

（１）実習を学び続ける姿勢の獲得の場に
×獲得した技能を発揮する体験的学習の場
×成果確認の場
実習は、保育実践という一回性をもつ状況の中で自らの体験を通して学
ぶという、「状況に埋め込まれた学習」の機会であり、そうした学び方
こそが保育者の学び方である



Ⅲ-3．研修への貢献（１）

（１）企画段階からの参画
先を見通した広い視野からの研修内容の提案

これからの社会状況の中で保育者にどのような役割が
求められるのか

保育者の生涯発達という視点から参加者の特性に沿った内容や
学び方の提案

お互いのもつ情報や保育を取り巻く実情を出し合って研修を組
み立てていくことによって、研修が養成校と保育現場の協働の
場となっていくのではないだろうか



Ⅲ-3．研修への貢献（２）

（２）協働の窓口としての実習指導：指導担当者の生涯発達を意識
して

 実習指導を通して、中堅の保育者が実習指導担当者の役割を理解し、指導者
として成長していくことにも関与できないか

 メンターとしてのかかわりは、3～4年のキャリアをもった保育者に与えら
れる新たな役割であるが、メンターのあり方に対する学習は十分になされて
いるとはいえない状況ではないか

養成校の実習指導者が保育者の生涯発達的視点に立ち、実習を通し
て中堅保育者の新たな役割獲得と成長にも関与することも、養成校
と現場との協働のあり方ではないか



Ⅳ．生涯発達的視点をもった保育者を養成するための／

成長し続ける保育者であるための保育現場と養成校の協働（１）

（１）忙しすぎて高度な専門性を身につけることができない

保育現場の実情

自由記述から散見される【保育現場の多忙さ】【保育者の仕事量の多さ】

スキルアップしたくても機会を得ることが物理的に難しい状況

やりがいがあるのにかなわず悩む保育者の存在

（労働環境、結婚・出産、子育てとの両立など）

養成校教員は保育現場の大変さをわかっているからこそ、学生には、少しでも多くの力や

態度・知識・技能を身につけて現場に出てほしい、という思いがある



Ⅳ．生涯発達的視点をもった保育者を養成するための／

成長し続ける保育者であるための保育現場と養成校の協働（２）

（２）生涯発達的視点をもった保育者養成

 保育者の専門性とは成長し続けるものであるという認識がないままに養成を行

えば、即戦力養成に留まってしまいかねない

 やりがい感を持ってキャリアを継続していける保育者の養成のためには、長期

的な視野で保育者の専門性の成長プロセスをとらえることが不可欠

保育現場との協働は、実習を中心とした養成の終盤から新任時代を

つなぐリレーゾーンだけでなく、生涯を通しての保育者の成長過程

に伴走するものではないだろうか



おわりに

養成校と保育現場の協働は続く

 中堅以降には、実習指導、保護者（家庭）支援、地域連携、組織運営な
ど、子ども以外を対象とした指導やコーディネートを行うという新たな
専門性の獲得が成長課題となる。

 養成校時代には今後の課題として示すことはできるが、保育者として実
感するのは、保育者としてのキャリアを積んだ後のこととなる。

 養成校が現場実習指導者のメンターとしての育ちと学習に関与すること
は、必要な時にその専門性の獲得に対しての現場と協働した研修にあた
るという意味では意義深い。

実習に際して、実習生と実習指導者という保育者の成長の2つ
のフェーズでの協働は、私たちが自身の保育者養成の質の向上
を考える上で特に重要なものではないだろうか



今後の課題

現場との連携とはリレーゾーン内でスムーズなバトンタッチをす
ることではなく、それ以降も伴走し続け、保育者の成長段階に応じ
て保育者自らが学ぼうとする際に必要な資源を提供し支援を行って
いくという、継続的な協働関係を構築することであり、その協働は
保育者のキャリア全体を通して継続的に図られていくものであるこ
とが示唆された。
しかしながら残念なことに、現場から専門性獲得に対する協働の

パートナーとして期待されていないという現実も、本調査から浮か
び上がってきた。
保育者の専門性を生涯発達的視点に立って共に育んでいくパート

ナーになり得るのか、保育現場からの問題提起に向き合いつつ、継
続的な協働のあり方を探っていくことが養成校に求められている。



平成２６～２７年度 課題研究

テーマ：学生の自己成長感を保障する保育実習指導のあり方
－保育実習指導Ⅰ，Ⅱ，Ⅲを中心に－

方法：平成26年度 質問紙調査
平成27年度 ヒアリング調査

対象：全国保育士養成協議会会員校である養成校の教員。
（実習指導担当者および実習指導を直接担当していない教員）



おわりに

調査にご協力いただき
ました諸先生方に心より
御礼申し上げます。


